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１．概要（Summary） 

 哺乳類における生物時計の中枢は、視交叉上核に存

在する。この視交叉上核には両側で約 2 万個の神経細

胞とグリア細胞が存在し、約 24 時間の正確で強靭な

概日リズムを全身へ投射することで行動リズムや生

理機能に重要な役割を担う。しかしながら、分散培養

条件では不安定でばらついた周期をもつ個々の細胞

が、如何に組織として安定したリズムを獲得するのか、

そのメカニズムは未だに不明である。本研究では、中

枢時計を 1細胞から再構築できるマイクロパターン基

板の作成を試み、中枢時計のメカニズムとその安定化

機構について構成的に理解することを目指した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

スピンコーター、両面マスクアライナー(MA6, ズース)、

反応性イオンエッチング装置 （RIE-10NR、サムコ） 

 

【実験方法】 

MPC（2-メタクリロイルオキシエチルホスホリルコ

リン）ポリマーとパリレンの皮膜が形成されたガラス

基板を微細加工技術により加工し、直径 100 µm の微

小チャンバーが多数配置された培養皿を作成した。そ

の培養皿を用いて、視交叉上核から摘出した神経細胞

を分散培養した。その後、神経細胞特異的に蛍光プロ

ーブを導入することで蛍光イメージングを行なった。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

微小チャンバー内に視交叉上核由来の単一神経細

胞が培養できることを確認した。また、単一神経細胞

のみならず、単一神経細胞と複数のグリア細胞が共存

しているパターンが存在していた。これらの細胞より

蛍光イメージングを行ったところ、数日間に渡り、安

定的に蛍光イメージングが可能であることが明らか

となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．その他・特記事項（Others） 

共同研究者：繁富香織 （北海道大学 高等教育推進機

構、特任准教授） 
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Fig. 1 Neuron and glia on the micropatterned glass 
plate. 


